
土
岐
市
連
合
自
治
会
連
絡
協
議

会
で
は
、
4
月
11
日（
水
）市
役
所

で
、
平
成
19
年
度
の
総
会
を
開
催

し
、
新
年
度
の
事
業
計
画
や
役
員

構
成
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
は
、
市
内
8
町
の
自

治
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
代
表
者
34

人
で
組
織
さ
れ
、
行
政
と
地
域
住

民
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
さ

せ
、
市
民
生
活
を
よ
り
よ
く
し
て

い
く
た
め
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

総
会
で
は
、
役
員
の
改
選
を
行

い
、
会
長
に
は
河
合
哲
心
さ
ん

（
泉
町
）が
、ま
た
副
会
長
に
は
木
村

宏
さ
ん（
妻
木
町
）と
鈴
木
成
亘
さ

ん（
駄
知
町
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、
理
事
に
は
次
の
皆

さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

・
加
藤
文
夫
さ
ん
（
土
岐
津
町
）
 

・
林
光
政
さ
ん
（
下
石
町
）
 

・
梅
村
武
彦
さ
ん
（
鶴
里
町
）
 

・
中
島
仙
八
さ
ん
（
曽
木
町
）
 

・
楓
忠
夫
さ
ん
（
肥
田
町
）
 

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
自
治
会

活
動
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
、

次
の
皆
さ
ん
に
、
土
岐
市
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

・
加
藤
良
夫
さ
ん
（
土
岐
津
町
）
 

・
林
宏
美
さ
ん
（
下
石
町
）
 

・
奥
村
孝
二
さ
ん
（
妻
木
町
）
 

・
林
力
三
さ
ん
（
駄
知
町
）
 

・
林
節
夫
さ
ん
（
肥
田
町
）
 

・
和
田
全
弘
さ
ん
（
泉
町
）
 

4
月
2
日（
月
）に
、
不
法
投

棄
監
視
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

監
視
員
の
皆
さ
ん
は
、
毎
月

担
当
地
区
を
見
回
り
、
そ
の
監

視
報
告
を
元
に
し
て
、
環
境
課

が
状
況
を
調
査
し
、
不
法
投
棄

者
が
判
明
す
れ
ば
撤
去
を
求
め

ま
す
。
不
法
投
棄
監
視
員
の
任

期
は
2
年
で
す
。
 

不
法
投
棄
監
視
員
は
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
〈
敬
称
略
〉
 

■
土
岐
津
町
　
加
藤
良
夫
、
長

谷
川
富
雄
、
曽
根
義
弘
、
鈴
木

美
好
、
虎
澤
敏
彦
、
清
水
宜
計
、

後
藤
　
 

■
下
石
町
　
渡
辺
廣
、
山
田
聖
、

安
藤
洋
允
、
山
口
和
雄
 

■
妻
木
町
　
水
野
税
夫
、
出
村

秀
孝
、
山
本
勇
夫
、
水
野
正
 

■
鶴
里
町
　
田
中
秀
一
、
田
中

信
之
、
長
江
豊
 

■
曽
木
町
　
水
野
健
一
、
長
江

孝
男
、
伊
藤
博
明
 

■
駄
知
町
　
杉
浦
榮
誠
、
澤
井

勝
美
、
加
納
英
夫
、
酒
井
誠
夫
、

口
羽
武
義
、
松
本
壽
 

■
肥
田
町
　
鈴
木
博
幸
、
林
道

彦
、
松
本
邦
重
、
鈴
木
一
成
、

齋
木
信
男
 

■
泉
町
　
中
島
弘
機
、
水
野
利

彦
、
大
鋸
勝
博
、
水
野
和
良
、

坂
源
市
、
磯
谷
榮
、
林
秀
行
 

詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内

線
2
5
2
）
へ
ど
う
ぞ
。
 


